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1-1 分野長あいさつ 

機器ベースの論文・外部資金獲得実績調査 
ゲノム研究分野長 須賀 晴久 

 

 学内・学外の皆様には日ごろ本分野をご利用いただきまして、ありがとうございます。今年

度は全ての国立大学法人にとって今後 6 年間となる第 4 期中期目標・中期計画の初年度にあた

っています。その中で、本分野が所属する科学研究基盤センターは、よりいっそう学内外の利用

や共同研究、外部資金獲得を後押しすることが求められています。ユーザー目線に立った新たな

受託解析の開発など、利用実績向上に繋がる研究支援を行い、科学研究費等競争的経費の採択数

向上などに貢献する必要があります。一方で、平成 24 年度(2012 年度)あたりから共同利用装置

の更新ができておらず、導入から 10 年を越えて、メーカーのサポートも終了する装置が多くな

っている状況です。折しも、文部科学省から「研究設備・機器の共用推進に向けたガイドライン」 

(令 4 年) が出されました。その中で既存の装置の更新については、稼働率、論文創出への貢献、

共同研究での利用状況、外部資金の獲得状況などに基づくことが重要とされています。現在、ゲ

ノム研究分野では質量分析装置 UPLC-MS が主要共同装置の一つとなっています。論文創出へ

の貢献と外部資金の獲得状況は装置ごとに実績を示すことが簡単ではありませんが、今年度は

利用者のご協力により初めて UPLC-MS 単体の実績をまとめることができました。ご協力いた

だきました先生方に感謝申し上げます。また今後、UPLC-MS 以外の装置についても更新のた

めの実績調査が必要になってくると考えております。利用者の方々におかれましては、何卒、調

査にご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

 
  



 22 

1-2 ゲノム研究分野職員名簿（令和4年度） 

 

（１）専任教員 

 

１. 教授（分野長）      須賀 晴久 

２. 准教授              高島 茂雄 

３. 特任教授             下澤 伸行 

 

 

（２）非常勤職員  (注：＊…教員個人の研究費で雇用、＊＊…病院検査部の所属) 

 

１. 事務補佐員           小林 陽子 

２. 研究員             脇原 祥子 

３. 技術補佐員           鷲見 真弓（令和5年 2月まで） 

４. 技術補佐員           西谷 令奈 

５. 技術補佐員          臼井 綾子 

６. 技術補佐員＊          豊吉 佳代子 

７. 技術補佐員＊＊     大場 亜希子 

８. 技術補佐員＊          勝   友美 

９. 技術補佐員          大野 藍香（令和5年 4月から） 

 

 

（３）研究員 

 

１. 特別協力研究員     本田 綾子 
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2 令和 4年度利用登録者及び研究テーマ    

(令和4年 3月現在) 

学  部 講 座 等 利用責任者 登録番

号 

登

録  

人

数 

研 究 テ ー マ 

教 育 学 理 科 教 育 古 屋 康 則 ED-03 9 魚類の生理・生態・系統地理に関する研

究 

教 育 学 理 科 教 育 三 宅  崇 ED-06 3 
動物と植物の相互作用、植物の繁殖生態 

教 育 学 理 科 教 育 勝 田 長 貴 ED-08 2 
倒立顕微鏡を用いた湖沼水塊中の懸濁物

の観察 

地 域 科 学 地 域 政 策 学 向 井 貴 彦 RS-02 2 水棲動物のDNA解析 

医 学 細 胞 情 報 学 木 村 正 志 MD-03 1 細胞周期の解析 

医 学 腫 瘍 病 理 学 金 山  知 弘 MD-06 13 
腫瘍の発生から予防、幹細胞の動態を病

理学的に解明する 

医 学 生 命 原 理 学 安 部  力 MD-08 1 神経筋疾患における自己抗体の研究 

医 学 脳 神 経 内 科 学 下 畑 享 良 MD-09 3 神経疾患における自己抗体の研究 

医 学 ファージバイオロジクス研究講座 安 藤 弘 樹 MD-11 10 細菌感染症治療法の開発 

医 学 皮 膚 科 学 岩 田  浩 明 MD-14 2 水疱症発症メカニズムの解明 

医 学 整 形 外 科 学 秋 山 治 彦 MD-19 10 骨、軟骨、神経、靭帯 の研究 

医 学 神 経 生 物 中 川 敏 幸 MD-20 4 
神経発生・神経変性機構の分子メカニズ

ムの解明 

医 学 医 療 管 理 学 永 井  淳 MD-21 5 シングルセルゲノム解析による混合試料

からの個別識別 

医 学 糖尿病・内分泌代謝内科学 堀 川  幸 男 MD-23 1 若年発症糖尿病の遺伝素因の同定 

医 学 総 合 病 態 内 科 学 森  一 郎 MD−29 4 
白色脂肪細胞のミトコンドリアについて 

医 学 再 生 医 科 学 本 橋  力 MD-41 1 
マウス神経堤細胞の遺伝子網羅的解析お

よび細胞表現型の解析 

医 学 病 態 制 御 学 長 岡  仁 MD-42 5 抗体記憶形成の分子機構解析 

医 学 神 経 統 御 学 山 口  瞬 MD-43 15 
マウスのさまざまな臓器における遺伝子

発現解析 

医 学 生 命 機能分 子設計 大 沢 匡 毅 MD-45 1 
皮膚幹細胞システムをモデルとした幹細

胞制御の分子基盤の解明 

医 学 形 態 機 能 病 理 学 竹 内  保 MD-46 2 クロマチン再構成異常と癌発生・進行 

医 学 再 生 分 子 統 御 学 手 塚 建 一 MD-48 4 歯髄細胞を用いた HLAゲノム改変 iPS細

胞ストックの構築 

医 学 寄 生 虫 学 前 川 洋 一 MD-51 3 感染症免疫 

医 学 病 態 制 御 学 千 田 隆 夫 MD-56 5 APCタンパク C末端の多角的機能解析 

医 学 腫 瘍 制 御 学 松橋  延壽 MD-57 8 

Warburg効果の特徴である癌の糖代謝制

御機構を標的とした構造生物学に立脚し

た創薬方法に基づく独創的な癌治療薬の

開発 

医 学 内 分 泌 代 謝 病 態 学 矢 部 大 介 MD-58 9 転写因子・液性因子に注目した肥満/脂
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質代謝/糖尿病治療法の開発 

医 学 救 急 災 害 医 学 岡 田 英 志 MD-60 4 微小血管障害に対する新規治療法の開発 

医 学 脳 神 経 外 科 木 下 喬 公 MD-62 3 ナファモスタットを用いた抗腫瘍薬の副

作用減弱効果の検討 

医 学 病 原 体 制 御 学 永 井 宏 樹 MD-63 3 
病原細菌の認識と宿主応答に関わる因子

の解析 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 横 川 隆 志 EG-02 13 
遺伝情報発現系に係る因子の基礎的研究

と発現産物の応用 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 船 曳 一 正 EG-05 10 含フッ素有機材料の合成 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 古 山  浩 子 EG-06 3 

 

脳機能保護作用を示すニンジンの有効成

分ギンセノシド 11C標識化と脳移行評価 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 柴 田  綾 EG-07 12 
生体分子を模倣した新規化合物の開発 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 満 倉 浩 一 EG-08 9 細菌およびカビを用いた酵素変換に関す

る研究 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 上 田  浩 EG-09 10 
三量体 G蛋白質シグナルによる低分子量

G蛋白質を介した細胞骨格制御機構の解

明 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 石 黒  亮 EG-12 2 
 

オリゴマータンパク質に対する圧力効果 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 纐 纈  守 EG-15 7 生理活性化合物の調整と分析 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 岡  夏 央 EG-17 9 
核酸・糖を中心とする生体関連分子の化

学合成と評価 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 大橋憲太郎 EG-21 11 
神経損傷における酸化ストレスおよび小

胞体ストレス経路の役割 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 竹 森  洋 EG-22 16 生理活性化合物の作用機序解明 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 岩 澤  淳 AG-02 3 動物のホルモンおよびホルモン関連遺伝

子の定量に関する研究 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 島 田 昌 也 AG-04 7 
栄養素・食品成分による代謝性疾患制御

機構の解明 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 鈴木  史朗 AG-06 3 キシラン生合成機構の解明 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 落 合 正 樹 AG-07 10 園芸植物の形態形成に関連する遺伝子解

析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 大 塚  剛 司 AG-09 6 コリン作動性神経特異的 Bmall欠損マウ

スの中枢および抹消における機能異常 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 川  寅 AG-10 19 レニン‐アンジオテンシン系の生化学；

アルギニンメチル化の生体内機能の解明 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 小 山 博 之 AG-11 10 環境ストレス耐性関連遺伝子の機能解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 片畑 伸一郎 AG-12 2 樹木の花成応答遺伝子の発現解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 川 智 行 AG-13 14 
野生酵母の同定と遺伝子発現制御の解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 岩 間 智 徳 AG-14 3 細菌の走化性 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 長 岡  利 AG-15 17 
食品成分による脂質代謝関連遺伝子発現

の総合解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 淺 野  玄 AG-16 2 野生動物の避妊ワクチンの開発，カモシ

カの保全に関する研究 
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応用生物科学 共 同 獣 医 学 前 田 貞 俊 AG-17 11 
犬および猫の免疫介在疾患における分子

病態の解明、犬の変性性疾患の病態解明 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 宮 脇 慎 吾 AG-21 3 犬の遺伝性疾患に対するゲノム編集治療

法の開発 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 椎 名 貴 彦 AG-24 6 冬眠時の遺伝子発現変化の解析・冬眠あ

るいは消化管運動の制御に関与する脳脊

髄神経系の形態学的解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 土 田 浩 治 AG-25 5 ザトウムシの遺伝的個体群構造の解明、

ミズスマシの分子系統解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 山 内 恒 生 AG-27 12 
天然由来有効成分の探索と活性メカニズ

ムの解明 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 齋藤正一郎 AG-29 6 脊椎動物神経系における各種分子配列の

解析と発現解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 酒 井 洋 樹 AG-32 3 伴侶動物の腫瘍の分子生物学的解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 中 川 敬 介 AG-33 4 
コロナウイルスの生態および病原性発現

機構に関する研究 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 福 士 秀 人 AG-36 3 
病原ウイルスおよび微生物の遺伝子解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 西 飯 直 仁 AG-37 10 動物の代謝異常に関する研究 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 杉 山  誠 AG-42 11 人獣共通感染症病原体の遺伝子解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 岩 本 悟 志 AG-43 3 天然高分子薄膜中の蛍光物質の観察 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 高 島 康 弘 AG-44 4 感染症と宿主の相互関係に関する研究 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 勝野那嘉子 AG-45 12 
共焦点レーザー顕微鏡による食品内部構

造の観察 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 森  崇 AG-49 3 
哺乳類・鳥類の遺伝的多型の研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 松 村 秀 一 AG-51 10 哺乳類および鳥類の遺伝的多型に関する

研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 山 本  義 治 AG-52 6 植物プロモーターの機能解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 八代田 真人 AG-54 5 反芻動物の消化管内のおけるフラボノイ

ドの分解および代謝経路の解明 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 柳 瀬 笑 子 AG-55 12 植物ポリフェノールの構造解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 柴田 早苗 AG-56 6 イヌおよびネコにおけるレミフェンタニ

ルの薬物動態解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 髙 須 正 規 AG-57 5 マイクロミニピッグを用いた生殖発生工

学 

応用生物科学 応 用 生 物 科 学 只 野  亮 AG-58 7 動物集団の遺伝的多様性の解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 岩 橋  均 AG-62 12 酵母のゲノム研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 山 根 京 子 AG-64 6 
ワサビなどの遺伝資源を用いた集団進化

遺伝学的研究 

応用生物科学 

 

浅 井 鉄 夫 AG-65 4 薬剤耐性菌の疫学 
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応用生物科学 生 産 環 境 科 学 松 原 陽 一 AG-67 8 
ハーブのメタボローム解析及び薬用植物

の機能性成分解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 海老原 章郎 AG-68 14 
細胞内調節系タンパク質群の酵素科学的

研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 楠 田 哲 士 AG-70 3 
動物園動物の性判別およびカメ類の多様

性解析のためのDNAシークエンス 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 清 水 将 文 AG-72 15 有用微生物を用いた植物病害の生物防除 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 村 浩 平 AG-73 10 環境中原核生物の様性解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 猪 島 康 雄 AG-77 11 抗体の抗原認識機構の解明／牛白血病の

マーカー探索／ウイルス遺伝子解析 

応用生物科学 

生 産 環 境 科 学 日 巻 武 裕 AG-84 7 

家畜卵子・胚におけるミトコンドリア分

布や活性の評価ならびに遺伝子発現動態

の解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 稲 垣 瑞 穂 AG-85 14 
牛乳タンパク質によるウイルス感染抑制

機構の解明 / 腸内細菌叢に関する研究 

微生物遺伝資源保存センター 

 

田中香お里 RC-01 1 細菌ゲノムのシーケンス 

流 域 圏 植 生 管 理 研 究 分 野 日恵野綾香 RY-01 6 卵菌類の生態研究、簡易検出技術の開発 

流 域 圏 水 質 分 野 李 富 生 RY-02 4 生活活性炭高度浄水処理における薬剤耐

性遺伝子の伝播機構とその抑制 

流 域 圏 流 域 水 環 境 石 黒  泰 RY-03 1 流域水環境における微生物の研究 

連 合 創 薬 創 薬 科 学 平 島 一 輝 DM-02 2 miRNAの抗腫瘍効果 

連 合 創 薬 医 療 情 報 学 本 田  諒 DM-04 4 癌関連タンパク質の構造解析 

連 合 創 薬 医 療 情 報 学 檜 井 栄 一 DM-05 22 骨髄内環境の恒常性維持機構の研究 

連 合 創 薬  山 本 容 正 DM-06 1 薬剤耐性菌蔓延慢性化とその機序 

糖鎖分子科学

研究センター 

 

鈴 木 健 一 HA-01 12 1分子観察による細胞膜上のラフト機構

の解明 

糖 鎖 分 子 科 学 研 究 セ ン タ ー 

 

木 塚 康 彦 HA-02 14 糖鎖の生物学的機能と疾患との関連性の

解明 

科学研究基盤センター R I 実 験 分 野 犬 塚 俊 康 LS-07 6 新規生物活性物質の構造解析 

糖 鎖 分 子 科 学 研 究 セ ン タ ー ゲ ノ ム 研 究 分 野 須 賀 晴 久 LS-02 11 フザリウム菌のゲノム解析 

糖 鎖 分 子 科 学 研 究 セ ン タ ー  ゲ ノ ム 研 究 分 野 下 澤 伸 行 LS-03 7 
ペルオキシソーム病の診断・病態解明・

治療法開発 

糖 鎖 分 子 科 学 研 究 セ ン タ ー  動 物 実 験 分 野 堀 井 有 希 LS-05 1 
低温関連遺伝子発現の解析 

糖 鎖 分 子 科 学 研 究 セ ン タ ー  嫌 気 性 菌 研 究 分 野 田中香お里 LS-06 4 細菌ゲノムのシーケンス 

糖 鎖 分 子 科 学 研 究 セ ン タ ー  機 器 分 析 分 野 鎌 足 雄 司 LS-08 5 タンパク質の立体構造、揺らぎ、相互作用

研究 

糖 鎖 分 子 科 学 研 究 セ ン タ ー  ゲ ノ ム 研 究 分 野 高 島 茂 雄 LS-09 6 ゼブラフィッシュおよびヒトのゲノム解

析 

岐阜薬科大学 医 療 薬 剤 学 北 市 清 幸 PH-03 9 

危険ドラッグおよびその代謝物の検出お

よび同定方法の開発、細胞における薬物

輸送機構の解析 
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岐阜薬科大学 薬 化 学 平 山  祐 PH-05 6 
鉄イオン蛍光プローブを使った新規鉄制

御化合物スクリーニング 

岐阜薬科大学 生 化 学 遠 藤 智 史 PH-06 1 
論理的創薬を利用したプロテインホメオ

スタシス制御化合物の創製研究 

岐阜薬科大学 薬 物 治 療 学 位 田 雅 俊 PH-07 26 
神経変性疾患に関連する細胞内凝集タン

パク質の解析 

岐阜薬科大学 衛 生 学 中 西  剛 PH-08 3 
生体内外化学物質と生体分子の相互作用

の解析 

岐阜薬科大学 臨 床 薬 剤 学 神 谷 哲 朗 PH-10 2 
細胞内銅動態の制御機構の解明 

岐阜薬科大学 薬 物 治 療 学 栗 田 尚 佳 PH-12 26 
特殊環状ペプチドダイマーを用いた脳内

石灰化症の治療薬の開発 

岐阜薬科大学 感 染 制 御 学 腰 塚 哲 朗 PH-14 9 
モルモットサイトメガロウイルスに対す

る宿主防御における抗体依存性貪食の役

割の解明 

岐阜薬科大学 薬 効 解 析 学 嶋 澤 雅 光 PH-16 11 
マウス網膜静脈閉塞症モデルに対する乳

酸菌 TJ515株の混餌投与による作用検討 

岐阜薬科大学 製 剤 学 伊 藤 貴 章 PH-17 4 
ルシフェラーゼをコードする plasmidDNA

を用いたレポーターアッセイ評価 

岐阜県中央家畜保健衛生所 

 

三 輪 能 也 EI-01 3 家畜の病原体のシークエンス解析 
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3 ゲノム研究分野共同利用機器紹介 

 

1-<1>-(5) DNA 配列解析ソフト 

  SEQUENCHER 

  Gene Codes 社  

キャピラリーシーケ

ンサー、次世代シー

ケンサー(NGS)から

生成されたDNA 配

列を解析するソフト

ウェア。波形を見ながらのトリミングやアッセン

ブル、マルチプルアライメントや系統樹作成が可

能。次世代シーケンスデータについては FastQC に

よる配列正確性の確認やVelvet による de novo アセ

ンブリなどが可能。 

 
1-<1>-(3) DNA 多型解析ソフト 

   ジーンマッパー 

   アプライドバイオシステム社 

DNA フラグメント

のサイズコールから

アレルコールを行う

ジェノタイピングソ

フトウェア。 

 
1-<1>-(4) マルチキャピラリー DNA シーケンサー 

   3500xL Genetic Analyzer 

   サーモフィッシャーサイエンティフィック社 

電気泳動キャピラリ

ーを 24 本装備。先進

的な温度制御機構に

より温度コントロー

ルの精度を改善。

RFID（無線 IC タグ）技術で消耗品のデータの管

理。70 分で 650 塩基×24 試料の分析が可能。受託

解析に使用。2 台保有。2016 年、2020 年導入。 

 

                                 

1-<2>-(1) リアルタイム定量 PCR 

   ABI Step One Plus  

   アプライドバイオシステム社  

4 色／96 ウェルフォーマットで、精度の高い定量

リアルタイム PCR を実現。FAM™/SYBR® Green、

VIC® /JOE™、ROX™、TAMRA™などの蛍光色素

が検出でき、遺伝子発現解析、病原遺伝子の定

量、SNP ジェノタイピング、プラス/マイナス・ア

ッセイなどの実験が

出来る。従来の個体

どうしの比較のみな

らず、集団間の比較

を行うことが可能。 

2 台保有。 

 

 

1-<3>-(1) 核酸精製装置  

Maxwell 

  プロメガ社 

様々なサンプルからTotal RNA

の抽出精製を行います。 

高品質のRNA を再現性良く抽

出できます。 

平成 28 年 5 月導入。 

 

 

1-<3>-(2) 核酸精製装置 

QuickGene-Auto12S 

クラボウ社。 

高純度、高収量のDNA/RNA 回収

可能。高い核酸吸着性と容易な脱

着性を有する独自の多孔質メンブ

レンを使用。令和 3 年 3 月導入。  

(1) DNA関連機器 
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1-<3>-(5) バイオアナライザー 

   2100 BioAnalyzer 

   アジレントテクノロジー社 

通常、DNA 分析ではゲル電気泳動、タンパク質分

析では SDS-PAGE で得る結果を、専用チップを使

用して短時間、簡単に得るための装置(最大 12 サン

プルの定性および定量

のデジタルデータを 30

分で取得可能)。抽出し

たRNA の品質評価も可

能。 

 

 

1-<3>-(6) ハイブリダイゼーションオーブン 

  G2545A 

  アジレントテクノロジー社 

DNA マイクロアレイのハイブリダイゼーションた

めのインキュベータ。取り外し可能なロータラッ

クを備え、回転速度とハイ

ブリダイゼーション温度の

設定が可能。最大 24 個の

オリゴDNA マイクロアレ

イ用ハイブリダイゼーショ

ンチャンバを固定可能。 

 

 

 

1-<3>-(7)  DNA マイクロアレイスキャナー 

   Array Scan 

   アジレントテクノロジー社 

Cy3、Cy5 の二色法と

単色法に対応する高

機能スキャナ。解像

度が 2μm で 244K/枚

などの高密度アレイ

の分析が可能。 

 

1-<5>-(1) エレクトロポレーター 

   Gene Pulser II  

   バイオラッド社 

エレクトロポレーションとは、電気パルスにより瞬

間的に細胞に穿孔しDNA等の高分子を細胞に導入

する方法。大腸菌をは

じめとする細菌の形質

転換、動植物細胞の

DNA 導入に使用。 

 

 

 

1-<5>-(2) 遺伝子導入装置 

   Neon Transfection System 

   Life Technologies – Invitrogen 社 

核酸を哺乳類細胞へ導入する装置。 初代培養細胞

や幹細胞といったトランスフェクションが難しい

細胞を含め、多くの細胞で最大 90%の導入効率を

実現。 1 回の反応で 2×104個から 6×106個の細胞に

トランスフェクション可能。1種類の試薬であらゆ

るタイプの細胞に使

用できる。エレクト

ロポレーションの条

件を制限なく最適化

可能。  

 

1-<6>-(1) マルチビーズバイオアッセイ装置 

   Luminex 

   ミリポア社 

少量（～25 μL）の試料をもとにマイクロビーズと

フローサイトメトリーを利用して最大 100項目ま

でサイトカインやリン酸化タンパク質などの定量

測定ができる

SNPs など

DNA、microRNA

の分析などにも

利用可能。 



 30 

1-<7>-(1) パルスフィールドゲル電気泳動装置 

   CHEF-DRII 

   バイオラッド社 

数百から数メガベース以上のDNA のシャープな分

離が可能。クロモ

ゾームマッピン

グ、RFLP 分析、

ジーンマッピング

等に使用。 

 

1-<8>-(1) UV クロスリンカー 

GS Gene Linker 

BioRad 社 

ナイロンメンブレンにトランスファーした

DNA/RNA を固定する

装置。DNAニッキン

グやUV滅菌も可能。

殺菌ランプは 8ワット

型・波長 253.7nm。 

 

 

 

 

 

(2) タンパク質・プロテオーム関連機器 

 

2-<1>-(2) 質量分析装置 

   UPLC-MS 

   日本ウォーターズ社 

耐圧性に優れ、2液

によるグラディエ

ント分析が可能。

UV 検出器を備えて

いる。ESI法による

質量分析が可能 

 

 

(3) 光学系分析機器 
 

3-<1>-(1) マルチ蛍光スキャナー 

   Typhoon 9400 

   アマシャムバイオサイエンス社  

放射性同位体と蛍光、ケミルミネッセンスの 3 つの

スキャンモードと、高い感度と解像度によるマイク

ロアレイ解析、フラ

グメント解析や、二

次元電気泳動解析

等に対応。 

 
3-<2>-(1),(2) マルチラベルプレートリーダー 

   Wallac 1420 ARVOsx (1) 

   Wallac 1420 ARVO SX-DELFIA (2) 

   パーキンエルマーライフサイエンス社  

1420 ARVOsx は 96 ウェルプレートをはじめ、様々

プレートを用いて蛍光、発光、蛍光偏光をハイスル

ープットで測定可能。96、384、1536 ウェル標準プ

レート、6、12、24、48 ウ

ェル培養プレートに対応。

ARVOsx-DELFIA は時間分

解蛍光測定が可能。 

 

 

3-<2>-(3) マルチモードプレートリーダー 

Nivo Alpha S 

パーキンエルマー社 

キュベットを使用せず、少

吸光度、発光、蛍光強度、

蛍光偏光、Alpha など、

230nm から 1000nm までの波長で測定。 

65℃までの温度調節が可能。令和 4 年 3 月導入。 
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3-<2>-(4) マイクロプレートフォトメーター 

Multiskan FC 

サーモフィッシャーサイエンティフィック 

96ウェルおよび 384ウェル

プレートを用いて 340-

850nm の波長範囲で吸光度

を測定可能。すべてのウェ

ルをひとつの光学系で測定

します。シェイキング操作

が可能。 

 

3-<3>-(1) 冷却CCDカメラ 

   Ez-キャプチャーAE-9150 

   ATTO 社 

冷却CCDカメラを利用して

発光を検出する。ウェスタ

ン・サザン・ノーザンブロッ

トにおけるケミルミ検出など

に利用可能。    

 

3-<3>-(2) 蛍光発光イメージングシステム 

   AEQUORIA 

   浜松ホトニクス社 

超高感度冷却CCD

カメラにより組織レ

ベルの蛍光・発光の

検出が可能。 

 

3-<4>-(1) 微量サンプル分光光度計 

   NanoVue 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

キュベットを使用せず、

少量試料の測定が可能。

CyDye標識、核酸濃

度・純度、タンパク質濃

度などの測定に使用。 

      

 

3-<4>-(2) 分光光度計 

   Ultrospec2100 pro 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

紫外から可視領域にお

ける試料の吸光度が測

定できる装置。5μl の微

量試料に対応。核酸や

タンパク質の濃度測定

などに利用。      

 

 

3-<4>-(3) 分光光度計 

  BioSpectrometer 

  エッペンドルフ社 

200～830 nm 自由選択波

長可能。 

自動比率計算によってス

ペクトルグラフに試料の

純度を表示できる。 

 

 

3-<5>-(1) イメージングサイトメーター 

   IN Cell Analyzer 2200 

   GEヘルスケアバイオサイエンス社 

マルチウェルプレートへ播種した細胞等の全自動

撮影及び統計学的解析が行える。7 色の半導体ラ

ンプによって多色での蛍光観察と撮影が可能。全

自動で撮影された画像を付属のソフトウェアで統

計処理。薬剤の

量的評価や未知

薬剤のスクリー

ニングなどにも

使用可能。 
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3-<6>-(1) フローサイトメーター  

   セルアナライザーEC800 

   ソニー社 

蛍光抗体で標識

した細胞を高速

に解析。オート

サンプラーによ

る 48 サンプル連

続自動測定が可能。4 本のレーザー（405, 488, 561, 

642 nm）と 6 個の蛍光検出器を搭載。 

 

 

3-<6>-(2) フローサイトメーター  

セルソーターSH800 

ソニー社 

蛍光抗体で標識した

細胞を分取（ソーテ

ィング）することが

できる。2方向同時

ソーティングおよび 96 ウェルプレートまでのマル

チウェルプレートへのソーティングが可能。4 本の

レーザー（405, 488, 561, 638 nm）と 6 個の蛍光検

出器を搭載。 

 

 

(4) 顕微鏡 

 4-<1>-(2) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 

   LSM710  

   カールツァイス社  

458, 488, 514, 543, 633 nm のレーザーを搭載。タイ

ムシリーズ、

FRAP、FRET の他

に、スペクトルイ

メージング（近接

した蛍光の分離、

スペクトルカーブ

の測定）も可能。 

 

 

4-<2>-(1) 倒立型蛍光顕微鏡 

   Axiovert  

   カールツァイス社  

最高 5種類のフィルターが 

装着できる。 

視野径が 23 mm 

 

4-<3>-(1) 正立型顕微鏡 

   Axioskop  

   カールツァイス社 

対物レンズは 5倍、10倍、20

倍、40倍の 4 つがついてお

り、 カラーの写真撮影も可

能。プレパラートの観察が可

能。 

 

4-<4>-(1) 実体顕微鏡 

   Stemi 2000 +  

   カールツァイス社   

 1.9 から 225倍の倍率でバイオ

や材料試料画像をとらえること

が可能。 

7:1 ズーム機能で、連続可変倍

率から個別の倍率ステップまで

変更可能。 

 

4-<4>-(2) 実体蛍光顕微鏡 

    LEICA MA10F 

  ライカ社 

×8倍～×80倍までの無段

階拡大観察と写真撮影が可

能。 

蛍光は緑色蛍光（GFP, 

YFP）と赤色蛍光（RFP, 

DsRed等）を見ることが可能。 
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(5) バイオインフォマティクス関連機器 

 

5-<1>-(1) 電気泳動ゲル画像解析装置 

   Image Master Platinum 

   アマシャムバイオサイエンス社  

二次元電気泳動で分離されたタンパク質スポット

パターン、等電点、分子量、ボリューム等を解析。

ImageMaster 2D Elite、2D Database は 2種類以上のゲ

ルの比較解析からスポットの有無、増減の数値化や

データベース化をサポート。ゲル、ブロッティング

メンブレンの画像はデスクトップスキャナー  

Image Scanner またはバ

リアブルイメージアナ

ライザーTyphoon など

の画像解析装置からは

TIFF形式の取り込みが

可能。  

主要機能  

・ スポット検知、バックグラウンド削除 

・ 100枚までの自動スポットマッチング  

・ マーカー/マーカースポットからの分子量・等電

点決定  

・ マッチングスポットの量変化の表示  

・ インターネットデータベースの検索  

・ 2D DIGE に対応 

 

5-<2>-(1) 蛋白質立体構造情報解析装置 

   DSModeling 

   Accelrys 社  

蛋白質・核酸の立体構造を 3 次元的に可視化する

装置。ホモロジーモデリング法とモレキュラーダ

イナミックス法に

より高分子の立体

構造を予測するシ

ステム。   

  

5-<3>-(1) プロテオミクス支援システム 

   MASCOT 

   Matrix Science 社 

タンパク質の遺伝子同定を支援するシステム。デ

ータベースをもとに仮想上のペプチド断片の セ

ットを発生、MALDI-TOF によるペプチドMS フィ

ンガープリンティング

やTOF/TOF 解析で得

られる試料のデータと

照合することにより遺

伝子を同定。   

 

5-<3>-(2) プロテオミクス支援システム 

   ProteinLynx Global SERVER （PLGS） 

   Waters 社 

Waters Xevo Qtof の精密質量データを基として、独

自のフィルタリング機能や計算機能を用いて解析

を行う、定量的および

定性的プロテオミクス

研究のMS インフォマ

ティクスプラットフォ

ーム。 

 

5-<4>-(1) 分子間ネットワーク/パスウェイ解析  

データベース 

   IPA 

   トミーデジタルバイオロジー社 

マイクロアレイやメタボロミクス、プロテオミク

ス、RNA-Seq などの実験より得られたデータをも

とにして生物学的な機能の解釈やパスウェイ解析

を行うことができるソフトウェア。豊富な相互作

用情報や分子情報がデータベース化されているた

め、分子生物学の辞書としても使用可能。 
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5-<5>-(1) マイクロアレイ用データ解析ソ

フトウェア 

   GeneSpring 

   トミーデジタルバイオロジー社 

遺伝子発現アレイなどの数値解析、生物学的解析

など、さまざまな機能を搭載したデータマイニン

グソフトウェア。遺伝子発現解析機能に加え、

miRNA、Real Time PCR、CNV、SNP、Pathway 解

析等も行う事が可能。  

 

 

 

(6) クロマトグラフィー・電気泳動機器 

 

6-<2>-(1) 等電点電気泳動システム 

   IPGphor + SE600 Ruby+Ettan Dalt6 

   アマシャムバイオサイエンス社 

等電点電気泳動と SDSポリアクリルアミドゲル電

気泳動により、数千個のタンパク質を 2 次元で展

開。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 遠心分離機 

 

7-<1>-(1) 超遠心分離機 

   Optima L-70K 

   ベックマンコールター社 

最高 70 krpm。10 ml × 6 本の

超遠心分離が可能。 

 

 

 

 

 

7-<3>-(1) 凍結乾燥機  

   FDU-810 

EYELA 社 

少量から比較的多量な

たんぱく質、酵素等の

希釈水溶液の濃縮及び

乾燥、生体試料の濃縮

及び乾燥 。 

 

 

 

(8) 培養機・細胞破砕機 
 
8-<4>-(1) 密閉型超音波破砕機 

   Biorupter 

   コスモバイオ社  

 密閉式で複数試料の同時超音波処理が可能。 

10 ml 用スピッツなら最

大 24 本、1.5 ml マイクロ

チューブなら 24 本、50 

ml チューブなら 12 本。

マルチタイマーにより破

砕時間のセットが可能。      
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8-<4>-(2) 密閉型超音波破砕機 

ビーズ式ホモジナイザー 

   マルチビーズショッカーMB455GU(S) 

   安井器械株式会社  

試料をガラスビーズやメタルコーンと共に撹拌す

ることで破砕。試料間のク

ロスコンタミネーションや

Rnase の混入を防止。酵

母、バクテリア、カビ、固

い動物組織、植物組織を数

十秒〜数分で破砕。 

 

  

 

 

 

 

8-<5>-(1) 密閉型超音波破砕機 

ポリトロンホモゲナイザー PT-2100 

Kinematica 社 

 

ドライブシャフトの先端にあ

る回転刃を高速で回転させる

ことで生じる水流と、キャビ

テーションによる超音波で試

料を破砕。動物や植物の組織

からの RNA 抽出等に使用。 
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別紙 ゲノム研究分野学内利用料金表 
 

令和 5年 3月 1日現在 

事     項 料金 備考 

1. 登録料 

(1) 登録料 2,000 円/グループ・

年 

※年度毎の更新 

 (4/1〜3/31) 

2. 受託料金表 ※n-<n>-(n)は管理番号 

DNA 受託解析 

1-<1>-(4) DNA シーケンス(反応前サンプル) 700 円/サンプル 

(1～21 サンプル) 

※22～29 まで単価

変動 

※30～66 サンプル 

500 円/サンプル 

※67～94 まで単価

変動 

※95 サンプル以上 

350 円/サンプル 

1-<1>-(4) DNA シーケンス(反応後サンプル) 200 円/サンプル 

(1～71 サンプル) 

※72～95 サンプル

単価変動 

※96 サンプル以上 

150 円/サンプル 

1-<1>-(4) フラグメント解析(反応後サンプル) 200 円/サンプル 

(1～71 サンプル) 

※72～95 サンプル 

単価変動 

※96 サンプル以上 

150 円/サンプル 

1-<3>-(2) Quick Gene (核酸抽出精製受託) 個別相談   

  シーケンスオプションサービス 

  (PCR 増幅・PCR 産物精製など) 

個別相談   

1-<2>-

(1),(2) 

リアルタイム PCR オプションサービス 

(プライマー設計・増幅確認など) 

個別相談   

        

タンパク質・プロテオーム関連機器 

2-<1>-(2) 質量分析装置 UPLC-MS 装置起動・終了操作

3,000 円/1 回 

ルーチン測定 1,000

円/1 瓶 

条件検討 8,000 円/1

対象物 
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構造解析 5,000 円/1

対象物 

RNA 受託解析 

1-<3>-(1) Promega Maxwell (RNA 抽出精製受託) 細胞 850 円/1 サンプ

ル 

組織 1,200 円/1 サン

プル 

※濃度純度測定含

む 

※BioAnalyzer によ

る品質チェックは別

料金 

1-<3>-(5) バイオアナライザ Agilent 2100 (RNA 受託分

析) 

5,000 円/分析 

(1～12 サンプル) 

※試薬・チップ代含

む 

マイクロアレイ受託解析 

1-<3>-(7) マイクロアレイスキャナー 30,000/1 サンプル   

40,000/1 サンプル

（miRNA） スライドは

実費 

アレイスライド代金の

目安         ・

8アレイ―約 21万

円 

・4 アレイ―約 11万

円 

16SrRNA配列解析 

  16SrRNA配列解析 (細菌の同定) 10,000 円 

/1 サンプル 

※相同性検索含む 

研究基盤開発推進統括室による受託解析 

  ゲノム編集細胞作成（CRISPR/Cas9使用） gRNA 設計・調整、細

胞における変異導入

効率確認 

50,000 円 

/1 サンプル 

オプション 

96 ウェルプレートへ

の細胞の単離:3,000

円/1 プレート 

変異導入細胞のシ

ークエンス:10,000

円/8 クローン 

複数のガイド RNA

の使用:10,000 円/1

サンプル 

  ゲノム編集マウス作成（CRISPR/Cas9使用） gRNA 設計・調整、細

胞におけるのゲノム編

集効果の確認、受精

卵へのエレクトロポレ

ーション・胚移植まで 

gRNA調整後の受精

卵へのエレクトロポレ

ーション・胚移植まで

の場合は 100,000

円/1 サンプル 
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150,000 円 

/1 サンプル 

  走査型電子顕微鏡観察 1 サンプルのみの場

合 後固定(1,000 円)、

脱水・フリーズドライ

(2,000 円)、オスミウム

コーティング(2,000

円)、観察・撮影(1,000

円) 計 6,000 円 

(オプション:細胞培養

2,000 円/4 サンプル

まで) 

2～4 サンプルの場

合の 1 サンプルあた

り単価 

後固定(500 円)、脱

水・フリーズドライ

(1,000 円)、オスミウ

ムコーティング(1,000

円)、観察・撮影

(1,000 円) 

        

        

3. 共同利用機器料金表 ※n-<n>-(n)は管理番号 

DNA 関連機器 

1-<1>-(4) DNA シーケンサー3500 受託料金表参照 ※受託のみ 

1-<1>-(3) DNA多型解析ソフト ジーンマッパー ---   

1-<1>-(5) DNA配列解析ソフト SEQUENCHER ---   

1-<2>-

(1),(2) 

リアルタイム定量 PCR ABI Step one plus 500 円/使用 ※1使用=3時間迄 

(3時間以上使用=2

使用～) 

1-<3>-(5) バイオアナライザ Agilent 2100 500 円/使用 ※受託分析は受託

料金表参照 

1-<3>-(6) ハイブリダイゼーションオーブン Agilent 

G2545A 

1,000 円/使用   

1-<3>-(7) マイクロアレイスキャナ Agilent ArrayScan 1,000 円/スキャン   

1-<5>-(1) エレクトロポレーター Gene Pulser II  貸出の場合 100 円/

週 

  

1-<5>-(2) 遺伝子導入装置 Neon Transfection system 貸出の場合 100 円/

日 

※利用は要相談 

※10μl キット 2,000

円/1使用 

1-<6>-(1) マルチビーズバイオアッセイ装置 Luminex 500 円/使用 ※利用は要相談 

1-<7>-(1) パルスフィールドゲル電気泳動装置 CHEF-

DRII 

500 円/泳動 ※利用は要相談 

1-<8>-(1) UV クロスリンカー GS Gene Linker   ※利用は要相談 
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タンパク質・プロテオーム関連機器 

2-<1>-(2) 質量分析装置 UPLC-MS 1,000 円/使用   

光学系分析機器 

3-<1>-(1) マルチ蛍光スキャナ Typhoon 9400 500 円/使用   

3-<2>-(1) マルチラベルプレートリーダー 

  Wallac1420 ARVO SX 

300 円/日   

3-<2>-(2) マルチラベルプレートリーダー  

  Wallac1420 ARVO SX-DELFIA 

300 円/日   

3-<2>-(3) マルチモードプレートリーダー  

  Nivo Alpha S 

300 円/日   

3-<2>-(4) マイクロプレートフォトメーター 

  Multiskan FC 

---   

3-<3>-(1) 冷却 CCDカメラ Ez-キャプチャーAE-9150 250 円/時間   

3-<3>-(2) 蛍光発光イメージングシステム AEQUORIA 500 円/使用   

3-<4>-(1) 微量サンプル分光光度計 NanoVue ---   

3-<4>-(2) 分光光度計 Ultrospec2100 pro --- ※利用は要相談 

3-<5>-(1) イメージングサイトメーター 

  IN Cell Analyzer(撮影) 

500 円/使用 ※解析ソフトのみの

利用は無料 

3-<6>-(1) フローサイトメーター セルアナライザー

EC800 

500 円/使用   

3-<6>-(2) フローサイトメーター セルソーターSH800 1,000 円/使用 ※チップ 3,000 円/1

枚 

3-<6>-(3) フローサイトメトリー解析ソフト Kaluza2.1.2 ---   

顕微鏡 

4-<1>-(2) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 LSM 710 1,000 円/使用   

4-<2>-(1) 倒立型蛍光顕微鏡 Axiovert 250 円/使用 ※蛍光使用時のみ

課金 

4-<2>-(2) 実体蛍光顕微鏡 LEICA MZ 10F 250 円/使用   

4-<3>-(1) 正立顕微鏡 Axioskop ---   

4-<4>-(1) 実体顕微鏡 Stemi 2000 ---   

バイオインフォマティクス関連機器 

5-<3>-(1) プロテオミクス支援システム MASCOT ---   

5-<3>-(2) プロテオミクス支援システム 

  ProteinLynx Global SERVER 

---   

5-<4>-(1) 分子間ネットワーク/ 

パスウェイ解析データベース IPA 

--- ※利用は要相談 
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5-<5>-(1) マイクロアレイ用データ解析ソフトウェア 

  GeneSpring 

---   

クロマトグラフィー・電気泳動関連機器 

6-<2>-(1) 等電点電気泳動システム 

  IPGphor+SE600 Ruby+Ettan Dalt6 

1,000 円/使用 ※利用は要相談 

遠心分離機 

7-<1>-(1) 超遠心分離機 Optima L-70K --- ※利用は要相談 

7-<3>-(1) 凍結乾燥機 FDU-810 500/24時間   

培養機・細胞破砕機 

8-<4>-(1) 密閉型超音波破砕機 Biorupter ---   

8-<4>-(2) ビーズ式ホモジナイザー 

  マルチビーズショッカー MB455GU(S) 

100 円/使用   

8-<5>-(1) ポリトロンホモゲナイザー PT-2100 ---   

3.実験室・実験台 

(1) 実験台(1 スペース分:中央実験台半分) 10,000 円/月   

(2) 植物用グロースキャビネット コイトトロン(401) 5,000 円/月   

(3) 植物栽培室 10,000 円/月   

(4) P1温室 50,000 円/月   

(5) 研修セミナー室(最大 30 名)スクリーンとプロジ

ェクターあり 

--- ※学外のみ課金

400 円/時間 

4.時間外利用料金 

(1) 時間外利用料金 --- ※土日祝日他当分

野が定める休館日 
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4 利用の手引き 

(1) 利用者資格・登録 

① 利用者資格 

岐阜大学科学研究基盤センターゲノム研究分野（以下「ゲノム研究分野」という。）を利用できる者

は、岐阜大学及び岐阜薬科大学の職員、大学院生、学生及びゲノム研究分野長（以下「分野長」とい

う。）が適当と認めた者とする。 

② 利用者・利用責任者・経費負担責任者 

利用に際しては、利用責任者(利用についての責任を持つ者で、教員に限る)より、経費負担責任者

(利用に係る経費について責任を持つ者で、教員に限る)と利用者を明記した利用登録申請書を分野

長に提出して承認を得なければならない。登録期間は利用開始日から利用開始日の属する年度末ま

でを限度とする。また、共同利用機器の利用者については、承認を得た者のうち該当機器の講習会や

トレーニングコースに参加した者、操作に習熟した者及び操作に習熟した者の下で利用するものと

する。 

③ 利用登録申請方法 

利用登録申請の方法については、ゲノム研究分野のホームページ内 「利用登録申請」の項を参照し

て利用責任者が申請する。 

④登録内容の変更・利用中止 

登録申請書の記載事項に変更が生じた際、又はゲノム研究分野の利用を中止した際、利用責任者は

速やかに、その旨を分野長に届け出ると共に、変更の場合は承認を得なければならない。 

⑤利用承認の取消し 

利用者が法令及び岐阜大学規則を遵守しない場合やゲノム研究分野の運営に支障を生じさせる場合、

分野長は利用承認を取消すこと、又は一定期間その者の利用を停止させることができる。 

 

(2) 利用料 

利用に係る料金は、別項の料金表に従って経費負担責任者が負うものとし、運営費交付金、寄付金、

受託研究費、科学研究費補助金の振替により行う。 

 

(3) 業績の提出について 

利用責任者は、次年度に利用を継続する場合は前年分(1～12 月)、次年度に利用を継続しない場合は

当該年度の業績(論文・著書)を、利用登録申請書に従ってゲノム研究分野に提出しなければならな

い。 

 

(4) 休業日・利用時間・時間外利用 

① 休業日 

土曜、日曜、国民の祝日に関する法律で規定された休日、12 月 29日から翌年 1月 3日までをゲノ

ム分野の休業日とする。ただし、分野長が必要と認める場合、臨時に休業日を変更し、又は定める

ことがきることとする。 
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5 令和 4 年度活動状況報告 

(1) 講習会・セミナー等 

◆ 令和 4年 5 月 9日（水）13:30〜14:30 

科学研究基盤センターゲノム研究分野バイオトレンドセミナー 

[ライトシート蛍光顕微鏡] 参加者 28 名 
 

◆令和 4年 5 月 18日（水）13:30〜15:30  

科学研究基盤センターゲノム研究分野機器講習会  [共焦点レーザー顕微鏡 Carl 

Zeiss LSM 710] 参加者 14 名 
 

◆令和 4年 6 月 2日（火）13:30〜15:30 

科学研究基盤センターゲノム研究分野機器講習会  [共焦点レーザー顕微鏡 Carl 

Zeiss LSM 710 英語版] 参加者 3 名 
 

◆ 令和 4年 6 月 8日（水）13:30〜16:30 

科学研究基盤センターゲノム研究分野機器講習会  

[マルチモードプレートリーダーNivo] 参加者 21 名 
 

◆ 令和 4年 6 月 15日（水）〜 17日（木） 

機器デモンストレーション 

メイワフォーシス共催「ナノ粒子イメージングアナライザー VIDEO DROP 

「卓上 DNA/RNA 合成装置 Kilobaser」参加者 8 名 
 

◆ 令和 4年 7 月 21日（木）〜 22日（金）9:30～16:00 

科学研究基盤センターゲノム研究分野トレーニングコース 

[リアルタイム定量 PCR実践講座] 参加者 17 名 
 

◆ 令和 4年 8 月 12日（金）9:30～16:30 

[中学生のための生命科学体験プログラム「君にもできる DNA 鑑定」] 

参加者 21 名 
 

◆ 令和 4年 8 月 18日（木）9:30～16:30、19日（金）9:30～16:30 

[高校生のための生命科学体験プログラム「ゲノムって何？」] 

参加者 22 名 
 

◆令和 4年 11 月 1日（火）〜 2日（水） 

機器デモンストレーション キアゲン社共催「デジタル PCR QIAcuity 」      

参加者 2 名 
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(2) ゲノム研究分野利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反応前

16326件

反応済

6576件

フラグメント

4529件

2022年度 DNAシーケンス利用件数
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応用生物科学部

6283件

医学部
2916件

工学部
614件

教育学部

0件

その他
5903件

2022年度シーケンス学部別受託件数

（反応前）

応用生物科学部

7347件

医学部

111件

工学部

38件

教育学部

545件
その他

1403件

2022年度シーケンス学部別受託件数

（反応済,フラグメント）
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(3) 共同スペース利用状況 

 

室名（室番号） 利用責任者（登録番号） 

植物栽培室（403） 

植物用グロースキャビネット 

Ｐ１温室 

小山 博之（AG-11） 

須賀 晴久（LS-02） 

清水 将文（AG-72） 

 
 
(4) 令和 4年度業績論文等 

ED-03 

[1] Ito T., Morita M., Okuno S., Inaba K., Shiba K., Munehara H., Koya Y., Homma M., Awata 

S.(2022),Fertilization modes and the evolution of sperm characteristics in marine fishes: Paired 

comparisons of externally and internally fertilizing species, Ecology and Evolution 12 e9562 

[2] Munehara H., Togashi K., Yamada S., Higashimura T., Yamazaki A., Suzuki S., Abe T., Awata S., Koya 
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(5) 令和 4年度外部資金貢献実績 

登録番号 氏名 研究種目など 研究課題名 

ED-03 古屋康則 基盤研究(C) 
営巣繁殖魚における雄腎臓から分泌される雌誘引物質とその同
定 

ED-06 三宅崇 基盤研究(C) 花の 3D構造・花香・報酬の時空間的な連動と送粉者の誘導 

ED-06 三宅崇 
藤原ナチュラルヒス
トリー振興財団 
学術研究助成 

リュウキュウサネカズラとサネカズラの分布境界付近における
送粉共生系の解明 

ED-08 勝田長貴 基盤研究(A) 
淡水湖年縞堆積物を用いた完新世の気候変動と陸域環境応答の
高分解能解析 

MD-06 富田弘之 基盤研究(C) 
癌の増殖・浸潤・転移におけるグリコカリックスの機能的な役
割の解明 

MD-06 原明 基盤研究(C) 
生体内ゲノム編集による小児脳幹膠芽腫モデルの開発と腫瘍発
生増殖メカニズムの解明 

MD-08 安部力 
公益財団法人三島海
雲記念財団 学術研
究奨励金（共同） 

食事による自律神経制御で目指す免疫力の活性化 

MD-09 下畑享良 

日本医療研究開発機構 

難治性疾患実用化研究

事業（研究開発分担

者） 

自己免疫性小脳失調症の自然歴・治療効果、自己抗体測定指針

策定 

MD-11 安藤弘樹 基盤研究(B) ファージの単離を経ない次世代ファージバイオロジクスの創出 

MD-11 満仲翔一 若手研究 
結核菌・抗酸菌の遺伝子改変のためのマイコファージ様形質導
入粒子の簡易作製法 

MD-19 秋山治彦 基盤研究(B) 
乳酸シャトルを指標とする軟骨での嫌気的解糖系の機能解析と
軟骨疾患に対する創薬開発 
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MD-41 本橋力 基盤研究(C) 
上皮間葉転換を利用したダイレクトリプログラミング法の開発
とその機構の解明 

MD-42 長岡仁 基盤研究(C) 細胞分裂数を記録する人工遺伝子の開発 

MD-45 大沢匡毅 基盤研究(C) 尋常性白斑の病態に対するニューロペプチド Yの生理的役割 

MD-48 手塚健一 
岐阜大学地域創生プロ

ジェクトアクションプ

ラン 
ブロックチェーンで追跡する再生医療 

MD-48 手塚健一 
岐阜大学/株式会社
サイアムレイワ・共
同研究） 

ブロックチェーンを応用した農産物のトラッキングシステム 

MD-51 前川洋一 基盤研究(B) 抗マラリア薬作用機序における宿主免疫機構の役割の解明 

MD-60 岡田英志 基盤研究(B) 
血管内皮グリコカリックス構成成分の違いによる臓器保護メカ
ニズムの解明 

MD-63 永井宏樹 
新学術領域研究（研
究領域提案型） 

アメーバをめぐるポストコッホ微生物生態学 

EG-02 浅川 晋 

東海国立大学機構・
東海国立大学機構大
学横断研究推進プロ
ジェクト 

バイオメタネーションの高効率化を目指した Methanosarcina属
メタン生成古細菌の機能強化 

EG-05 船曳一正 
日本学術振興会・科
学研究費助成事業・
基盤研究(C) 

従来未利用な赤外光で発電する透明太陽電池の高性能化 

EG-05 船曳一正 
科学技術振興機構・
A-STEP トライアウ
ト 

Beyond 5G超高速・高耐熱変調器を実現する超分極エレクトロオ
プティック材料の開発 

EG-06 古山浩子 
一丸ファルコス株式
会社 ・共同研究費 

ゴツコラ抽出物に含有されるアラリアジオールの動態解析によ
る作用機序の解明 

EG-07 柴田綾 基盤研究(C) miRNA の生細胞内検出を指向した化学反応プローブの開発 

EG-07 喜多村徳昭 基盤研究(C) 
核酸医薬開発の推進を目指した核酸オリゴマーの革新的合成法
の開発 

EG-08 上田浩 基盤研究(C) 
Rho活性化因子に対するタンパク質相互作用原理を用いた新規機
能調節分子の創成 

EG-21 大橋憲太郎 基盤研究(B) 
ゴルジ体ストレスシグナルに着目した新たな老年病発症メカニ
ズムの解析 

AG-04 島田昌也 基盤研究(C) 
肝臓脂質代謝のエピゲノム制御に着目した果糖誘導性脂肪肝と
その予防に関する基盤研究 

AG-06 鈴木史朗 岐阜県森林研究所 気候変動等に対応するためのキノコ生産管理技術の開発 

AG-10 中川寅 基盤研究(C) 
可溶型（プロ）レニン受容体機能の細胞外モジュレーション機
構の解明 

AG-10 橋本美涼 若手研究 小脳発達を駆動するアルギニンメチル化基質の同定・機能解析 

AG-10 橋本美涼 
2022 年度 TARAプロ
ジェクト 

研究代表者マウス神経幹細胞の発達におけるアルギニンメチル
化酵素 PRMT1 の機能解析 

AG-10 橋本美涼 
R5_C19吉嵜清己教
育研究支援基金（本
学） 

脳の髄鞘形成に関わるアルギニンメチル化タンパク質の同定 

AG-10 中川千春 基盤研究(C) 
皮膚の細胞間コミュニケーションにおける（プロ）レニン受容
体の役割 
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AG-10 橋本美涼 
令和４年度連農研究
グループ形成支援事
業（本学） 

（プロ）レニン受容体による神経幹細胞の増殖・分化制御機構
の解明 

AG-10 橋本美涼 
令和４年度連農研究
競争力強化支援事業
（本学） 

（プロ）レニン受容体による髄鞘形成制御メカニズムの解明 

AG-11 小山博之 基盤研究(B) 
酸性土壌・乾燥・冠水耐性を多面制御する STOP1 システムの進
化多様性 

AG-15 長岡利 基盤研究(A) 
食品タンパク質由来の脂質代謝改善ペプチドの本質的理解と革
新的応用に関する基盤研究 

AG-16 淺野玄 基盤研究(C) 
侵略的外来哺乳類の個体数抑制のための卵透明帯由来避妊ワク
チン抗原の開発 

AG-16 淺野玄 環境研究総合推進費 
侵略的外来哺乳類の防除政策決定プロセスのための対策技術の
高度化 

AG-17 前田貞俊 基盤研究(B) 
ケモカイン受容体を標的とした犬の皮膚 T細胞リンパ腫に対す
る革新的治療法の開発 

AG-21 宮脇慎吾 基盤研究(B) 
ゲノム編集マウスによる犬の遺伝性疾患と原因遺伝子・多型の
因果関係の実験的証明 

AG-29 齋藤正一郎 
有限会社 HPC 
奨学寄付金 

 

AG-33 中川敬介 若手研究 
生ワクチン開発を目指した牛コロナウイルス感染マウスモデル
の樹立 

AG-36 福士秀人 基盤研究(B) 
ヘルペスウイルスによる致死性脳炎の発現機構解明および予防
法確立に向けた基礎的研究 

AG-37 西飯直仁 基盤研究(C) 
mTORC1抑制の病態に着目したイヌのグルココルチコイド筋萎縮
の新規治療法の確立 

AG-44 高島康弘 基盤研究(B) 
トキソプラズマ、ネオスポラの潜伏からの活性化を司る分子メ
カニズムの解明 

AG-51 松村秀一 基盤研究(C) 味覚受容体の進化が魚類の環境適応に果たした役割の解明 

AG-65 浅井鉄夫 基盤研究(A) 
野生動物のコミュニティに出現した薬剤耐性菌の蔓延機序の解
明と危険度分析 

AG-65 浅井鉄夫 
厚生労働省 厚生労
働科学研究費補助金 

ワンヘルスに基づく食品由来薬剤耐性菌のサーベイランス体制
の強化ための研究 (分担) 

AG-67 松原陽一 基盤研究(C) 
シソ科植物の混植による植物生長促進機構解明及び新規植物成
長改善法への応用 

AG-67 松原陽一 
受託研究 
中部電力（株） 

菌根菌活用による農業振興等を通じた地域貢献策の検討 

AG-67 松原陽一 共同研究 シソ科植物代謝成分, 菌根菌を使用した農業資材に関する研究 

AG-67 松原陽一 
奨学寄付金 (公財)
浦上食品・食文化振
興財団 

シソ科ハーブ 2次代謝成分のメタボローム解析及び高機能化に
関する研究 

AG-72 清水将文 基盤研究(B) 
γ-グルタミル-S-アリルシステインによる拮抗細菌集積の機構
解明 

AG-77 猪島康雄 基盤研究(B) 
エクソソーム内分子の挙動と牛伝染性リンパ腫発症との関連解
明 

AG-77 猪島康雄 特別研究員奨励費 
細胞外小胞が内包する分子の動態解明と新しい牛伝染性リンパ
腫モニタリング技術の開発 
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AG-84 日巻武裕 
公益財団法人 伊藤
記念財団 研究助成
事業 

抗酸化物質を利用したウシ体外受精卵生産技術の高度化とそれ
を応用した新規 OPU-IVF-ETによる子牛生産システムの開発
（Ⅲ） 

AG-85 稲垣瑞穂 基盤研究(C) 腸内細菌叢の撹乱プロセスの理解と是正評価系の開発 

DM-02 平島一輝 若手研究 新規がん特異的代謝阻害剤ペタシンの生体内分解耐性の向上 

DM-04 本田諒 若手研究 がん遺伝子産物 RAS を阻害する細胞膜透過性タンパク質の開発 

DM-06 山本容正 基盤研究(A) 
途上国コミュニテイに蔓延するコリスチン耐性菌の慢性化とそ
の機序解明 

DM-06 山本容正 

日本学術振興会 
国際共同研究加速基
金（国際共同研究強
化Ｂ） 

ガーナにおける薬剤耐性エンデミック実態の解明 （代表） 

DM-06 山本容正 
日本学術振興会 
二国間交流事業共同
研究 

地域コミュニテイにおける薬剤耐性菌蔓延リスクの分子疫学解
析評価 (代表） 

RY-01 日惠野綾香 
日本学術振興会 科
学研究費助成事業 
若手研究 

国内において樹木病原性卵菌類による深刻な病害が発生しない
要因の解明 

RY-01 升屋勇人 農林水産省 
令和４年度植物検疫上の要求事項を満たすための体制の構築委
託事業（輸出植物検疫に資する調査等） 

RY-01 小島一輝 
流域圏科学研究セン
ター 共同研究公募
事業 一般研究課題 

「固形培地耕栽培に対応した病害虫防除対策技術の確立」～ト
マト萎凋症状と卵菌類の関連性評価～ 

RY-01 片桐奈々 
流域圏科学研究セン
ター 共同研究公募
事業 一般研究課題 

ヒノキ根株腐朽被害に関与する木材腐朽菌の実態解明 

RY-02 李富生 基盤研究(A) 
生物活性炭高度浄水処理における薬剤耐性遺伝子の伝播機構と
その抑制 

RY-03 石黒泰 基盤研究(C) 
浄化槽内における薬剤耐性菌および薬剤耐性遺伝子の消長と操
作運転条件による抑制 

HA-01 鈴木健一 基盤研究(B) 
高精度 1 分子観察による糖脂質の機能性クラスター形成機構の
解明と階層構造の検証 

HA-01 鈴木健一 
科学技術振興機構 
CREST 

高精度 1 分子観察によるエクソソーム膜動態の解明 

HA-01 安藤弘宗 基盤研究(A) 膜分子プローブを基軸とした細胞膜微小領域研究の縦横展開 

HA-01 森垣憲一 基盤研究(B) 
人工膜とナノ空間を用いて細胞膜の微小環境を再現し膜タンパ
ク質分子物性を計測する 

HA-02 木塚康彦 基盤研究(B) 
糖鎖の分岐形成によるがん・アルツハイマー病の悪性化メカニ
ズム 

HA-04 藤田盛久 
科研費・国際共同研
究加速基金(帰国発
展研究) 

リソソーム・エキソサイトーシスによる短鎖糖タンパク質の生
成、露出機構の解明 

LS-02 須賀晴久 基盤研究(C) 花器感染菌類における宿主内菌糸ネットワーク化と病原性 

LS-02 須賀晴久 
東海国立大学機構大
学横断研究推進プロ
ジェクト 

安定・安全な食糧供給の実現を目指した革新的なバイオコント
ロール技術の開発 

LS-03 下澤伸行 基盤研究(B) 
マルチオミックス解析にて大脳型発症予測法を開発し副腎白質
ジストロフィーを克服する 
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(6) ゲノム研究分野教員の教育研究活動等 

① 教育活動 

大学院連合農学研究科（須賀） 

主・副指導教員 

 

大学院自然科学技術研究科（須賀） 

分子植物病学特論 1単位 

主・副指導教員 

 

応用生物科学部（須賀） 

応用植物科学実験法 1単位 13人で分担 

応用植物科学実験実習 I 2単位 13人で分担 

植物病理学 2単位 2人で分担(8 回講義分) 

微生物学 2単位 2人で分担(14 回講義分) 

卒業研究 6単位 

 

医学部テュトーリアル「成育」コース小児病態学（高島） 

発生遺伝学 2 時間 

 

医学部テュトーリアル選択配属（高島） 

２名、10週間 

 

大学院連合創薬医療情報研究科（高島） 

発生遺伝学特論 1単位 

副指導教員 

②研究活動  

＜学術論文＞ 

 

LS-03 下澤伸行 挑戦的萌芽 
拡大新生児マススクリーニング診療支援モデル確立による実践
的国内難病克服研究 

LS-05 堀井有希 若手研究 
冬眠様選択的スプライシング制御による低体温障害耐性メカニ
ズムの解明 

LS-05 堀井有希 
JST・ACT-X「生命と
化学」 

冬眠様スプライシングの応用法の開発 

LS-05 堀井有希 
内藤記念科学振興財
団・内藤記念女性研
究者助成金 

冬眠様遺伝子発現と傷害耐性に関する研究 

LS-06 
RC-01 

田中 香お里 基盤研究(C) 抗菌薬適正使用を目指した偏性嫌気性菌の耐性拡散機構の解明 
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（英文原著） 

1. Li F.J., Komura R., Nakashima C., Shimizu M., Kageyama K., Suga H.(2022),Molecular 

Diagnosis of Thiophanate-Methyl-Resistant Strains of Fusarium fujikuroi in Japan, Plant Disease 

106 634-640 

 

2. Suga H., Hayashi M., Kushiro M., Miyano N., Inoue H., Nakajima K., Kawakami T., Tonooka T., 

Nakajima T., Shimizu M., Kageyama K.(2022),A Novel Medium for Isolating Two Japanese 

Species in the Fusarium graminearum Species Complex and a Dipstick DNA Chromatography 

Assay for Species Identification and Trichothecene Typing, Journal of Fungi 8 1048 

 

3. Suga H., Okumura R., Ikawa M., Shimizu M., Kageyama K.(2022),A natural two-nucleotide 

deletion affirms role for NADPH oxidase in pathogenicity and perithecium formation in Fusarium 

graminearum species complex, Plant Pathology 71 602-610 

 

4. Feng W., Hieno A., Otsubo K., Suga H., Kageyama K.(2022),Emergence of self-fertile 

Phytophthora colocasiae is a possible reason for the widespread expansion and persistence of taro 

leaf blight in Japan, Mycological Progress 21 49-58 

 

5. Pramunadipta S., Widiastuti A., Wibowo A., Suga H., Priyatmojo A.(2022),Development of PCR-

RFLP Technique for Identify Several Members of Fusarium incarnatum-equiseti Species Complex 

and Fusarium fujikuroi Species Complex, Plant Pathology Journal 38 254-260 

 

6. Pramunadipta S., Widiastuti A., Wibowo A., Suga H., Priyatmojo A.(2022),Identification and 

pathogenicity of Fusarium spp. associated with the sheath rot disease of rice (Oryza sativa) in 

Indonesia, Journal of Plant Pathology 104 251-267 

 

7. Nishioka T., Suga H., Shimizu M.(2022), The Stimulation of Indigenous Bacterial Antagonists by 

γ-Glutamyl-S-Allyl-l-Cysteine Increases Soil Suppressiveness to Fusarium Wilt, Applied and 

Environmental Microbiology e0155422 

 

8. Hiroki Kawai, Shigeo Takashima, Akiko Ohba, Kayoko Toyoshi, Kazuo Kubota, Hidenori 

Ohnishi, Nobuyuki Shimozawa. Development of a system adapted for the diagnosis and 

evaluation of peroxisomal disorders by measuring bile acid intermediates. Brain & development 

45(1) 58-69 2023. 

 

9. Yoshinori Kakino, Tomoaki Doi, Hideshi Okada, Kodai Suzuki, Chihiro Takada, Hiroyuki Tomita, 

Hirotaka Asano, Soichiro Kano, Yugo Wakayama, Tomoki Okuda, Hirotsugu Fukuda, Ayane 

Nishio, Yuki Kawasaki, Ayumi Kuroda, Takuto Shimada, Shigeo Takashima, Keiko Suzuki, Genki 
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Yoshimura, Ryo Kamidani, Ryu Yasuda, Tetsuya Fukuta, Yuichiro Kitagawa, Haruka Okamoto, 

Takahito Miyake, Akio Suzuki, Takahiro Yoshida, Nobuyuki Tetsuka, Shozo Yoshida, Shinji 

Ogura. Recombinant thrombomodulin may protect cardiac capillary endothelial glycocalyx 

through promoting Glypican-1 expression under experimental endotoxemia. Heliyon 8(11) 

e11262 2022. 

 

10. Cattle. Fumi Tsukada, Shigeo Takashima, Yoshiko Wakihara, Yuji O Kamatari, Kaori Shimizu, 

Ayaka Okada, Yasuo Inoshima. Characterization of miRNAs in Milk Small Extracellular Vesicles 

from Enzootic Bovine Leukosis. International journal of molecular sciences 23(18) 2022. 

 

11. Shigeo Takashima, Haruka Fujita, Kayoko Toyoshi, Akiko Ohba, Yoko Hirata, Nobuyuki 

Shimozawa, Kentaro Oh-Hashi. Hypomorphic mutation of PEX3 with peroxisomal mosaicism 

reveals the oscillating nature of peroxisome biogenesis coupled with differential metabolic 

activities. Molecular genetics and metabolism 137(1-2) 68-80 2022. 

 

12. Ryoka Nakanishi, Shigeo Takashima, Yoshiko Wakihara, Yuji O Kamatari, Yuko Kitamura, Kaori 

Shimizu, Ayaka Okada, Yasuo Inoshima. Comparing microRNA in milk small extracellular 

vesicles among healthy cattle and cattle at high risk for bovine leukemia virus transmission. 

Journal of dairy science 105(6) 5370-5380 2022. 

 

13. Mami Hiraoka, Shigeo Takashima, Yoshiko Wakihara, Yuji O Kamatari, Kaori Shimizu, Ayaka 

Okada, Yasuo Inoshima. Identification of Potential mRNA Biomarkers in Milk Small 

Extracellular Vesicles of Enzootic Bovine Leukosis Cattle. Viruses 14(5) 2022. 

 

（英文総説） 

1. Hieno A., Li M., Feng W., Afandi A., Otsubo K., Suga H., Kageyama K.(2022) Detection and 

Identification of Phytophthora Pathogens that Are Threatening Forest Ecosystems Worldwide.  

In Li F., Awaya Y., Kageyama K., Wei Y. (eds.) River Basin Environment: Evaluation, 

Management and Conservation, Springer, Singapore, pp.113-135 (Chapter 6) 

 

2. Kageyama K., Hayano A., Kikuchi H., Otsubo K., Suga H., Hieno A.(2022), Plant Pathogenic 

Oomycetes Inhabiting River Water Area Potential Source of Infestation in Agricultural Areas. In 

Li F., Awaya Y., Kageyama K., Wei Y. (eds.) River Basin Environment: Evaluation, Management 

and Conservation, Springer, Singapore, pp.261-288 (Chapter 12) 

 

（その他） 

1. 須賀晴久 (2022), インドネシア植物病理学会（Perhimpunan Fitopatologi Indonesia）のウ

ェビナーの招待講演を終えて マイコトキシン 72 49-51 
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＜学会発表＞ 

（国際） 

1. Genetic cause of fumonisin production difference in Fusarium fujikuroi Suga Haruhisa, Sultana 

Sharmin International Symposium of Mycotoxicology 2022 & International Conference of 

Mycotoxicology and Food Security 2022 2022 Sept. Kasesart Univ. Thailand  

 

2. Determinative mutation for fumonisin B2 production in Fusarium fujikuroi Ismail Rania I. A., 

Sultana Sharmin, Watanabe Maiko, Yoshinari Tomoya, Shimizu Masafumi, Suga Haruhisa 

International Symposium of Mycotoxicology 2022 & International Conference of 

Mycotoxicology and Food Security 2022 2022 Sept. Kasesart Univ. Thailand 

 

3. Pathogenicity gene discovered from natural mutants in Fusarium head blight pathogen of wheat 

and barley Suga Haruhisa, Webinar 2022 Series 1 The Indonesian Phytopathological Society 

(Perhimpunan Fitopatologi Indonesia), 2022 Jan. Indonesia 

 

(国内)  

1. Fusarium fujikuroi複合種の重複感染はばか苗病の発病遅延を引き起こす 伊賀優実, 須

賀晴久, 藤 晋一 令和 4 年度日本植物病理学会東北部会 2022 年 9月 

 

2. Fusarium boothii large flexivirus 1 の defective RNA による宿主赤カビ病菌病原性の抑制 

佐藤友理沙, 水谷行善, 菊地陽菜, 神谷萌々子, 上坂一馬, Vanshika, 佐藤育男, 竹本大

吾, 近藤秀樹, 須賀晴久, 鈴木信弘, 千葉壮太郎 令和 4 年度⽇本植物病理学会⼤会 

2022 年 3月 

 

3. Amino acid substitutions at codon 312 and 511 in CYP51B changed prochloraz sensitivity in 

Fusarium fujikuroi. Li FangJing, Sakahara Yuri, Matsumoto Sarara, Kimura Makoto, Fuji Shin-

ichi, Shimizu Masafumi, Kageyama Koji and Suga Haruhisa 令和 4 年度⽇本植物病理学会⼤
会 2022 年 3月 

 

4. ポジネガセレクションマーカーを活用したイネばか苗病菌 Fusarium fujikuroi の KU70

の遺伝子編集 坂原優里, Li Fang Jing, 木村真, 清水将文, 景山幸二, 須賀晴久 令和 4 年

度⽇本植物病理学会⼤会 2022 年 3月 

 

5. ムギ類赤かび病菌分離用 Fg21培地の開発 須賀晴久, 林将大, 勝友美, 清水将文, 景山

幸二 第 87 回日本マイコトキシン学会学術講演会 2022 年 1月 

 

6. Soil Phosphate and Potassium Solubilization and Fusarium oxysporum Inhibition Potential of 

Soil Fungi Isolated from Melon (Cucumis melo) Rhizosphere in Central Java, Indonesia 

Amalina Desti Dian, Sudadi, Dewi Widyatmani Sih, Hadiwiyono, Pratama Ningrum Meliyani, 

Rilansari Nadia Ismah Nur, Arsita Rosalinda Hayyin Ayu, Komariah, Suga Haruhisa UGSAS-
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GU & BWEL Joint Poster Session on Agricultural and Basin Water Environmental Sciences 

2022, Nov. 2022 

 

7. 高島 茂雄, 藤田 遥, 豊吉 佳代子, 大場 亜希子, 平田 洋子, 下澤 伸行, 大橋 憲太郎. 

「モザイク様ペルオキシソームを生じる PEX3変異細胞ではペルオキシソームの周期

的な生合成が起こっている」 第 46回日本分子生物学会年会. 2022 年 11月. 

 

8. 高島 茂雄, 藤田 遥, 豊吉 佳代子, 大場 亜希子, 平田 洋子, 下澤 伸行, 大橋憲太郎. 

「軽症型ペルオキシソーム病モデル細胞が示すペルオキシソーム生合成の周期的変化

と代謝変動」 第 63回 日本先天代謝異常学会学術集会, 第 18回アジア先天代謝異常症

シンポジウム. 2022 年 11月. 

 

(7) 補助金関連採択状況 

須賀晴久 

農林水産省委託プロジェクト研究 (国産農産物中のかび毒及びかび毒類縁体の動態解明並びに汚染

の防止及び低減に関する研究) (課題責任者)「DNA ストリップによる麦類赤かび病菌のトリコ

テセン毒素型簡易判定法の開発」(1,682 千円) 

科学研究費補助金基盤研究(C)(研究代表者)「花器感染菌類における宿主内菌糸ネットワーク化と

病原性」(1,100 千円) 

 

高島茂雄 

科学研究費補助金基盤研究（C）(研究代表者) 「疾患モデルを用いたペルオキシソーム形成異常症

発症因子の特定」令和元年‐3年度 

 

 

(8) 新聞報道等 

1. 「DNA鑑定を体験 岐阜大 中学生向けプログラム」 

中日新聞 2022 年 8月 13 日掲載 

 

2. 「中学生、DNA鑑定に挑戦 抽出した米の成分と試薬混合」 

岐阜新聞 2022 年 8月 14 日掲載 


